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歳
入
決
算
額
は
、
５
７
０
億
１
，１
０
０

万
円
で
前
年
度
よ
り
１
５
８
億
３
，７
０
０

万
円
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
国
庫
支
出
金
が
東
日
本

大
震
災
復
興
交
付
金
や
災
害
復
旧
事
業

（
道
路
・
漁
港
な
ど
）
の
実
施
に
よ
り
３

０
４
億
３
，１
０
０
万
円
と
な
り
、
歳
入
の

半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

方
交
付
税
は
復
旧
・
復
興
事
業
な
ど
の
地

方
負
担
分
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
震
災
復

興
特
別
交
付
税
の
増
に
よ
り
１
０
６
億
８
，

６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
税
は
復
興
事
業
に
伴
う
建
設
事
業

の
好
調
な
ど
で
増
収
と
な
り
49
億
６
，１
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
も
平
成
23
年
度
に
引
き
続

き
、
国
庫
支
出
金
や
地
方
交
付
税
な
ど
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
（
依
存
財
源
）
で
、

市
税
な
ど
の
自
主
的
に
調
達
で
き
る
財
源

（
自
主
財
源
）
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

本
市
の
再
生
に
向
け
て
安
定
し
た
財
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計

歳
　
入

過
去
最
大
規
模
の
決
算
額

復
旧
・
復
興
の
取
り
組
み
に
よ
り

復
興
の
た
め
の
国
県
支
出
金
な
ど
が

増
加

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
７
カ
月
が
過
ぎ
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
基
盤

の
整
備
、
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
た
産
業
基
盤
の
整
備
な
ど
、
一
日
も
早
い

復
興
に
向
け
着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
、
復
興
元
年
と

し
て
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
か
つ
て
な
い
大
災
害
か
ら
の
復

興
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
第
５
次
長
期
総
合

計
画
」
に
掲
げ
る
事
業
を
着
実
に
実
施
し
、
「
お
い
し
さ
と
笑
顔
が
つ
ど
う　

み
な
と
ま
ち　

塩
竈
」
の
実
現
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
24
年
度
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

歳出決算額 497億8,700万円 歳入決算額 570億1,100万円
前年比158億3,700万円（38.5％）増前年比101億2,900万円（25.5％）増

民生費　 　76億7,300万円
　高齢者福祉や子育て支援、生活保護
　など福祉事業に

総務費　 231億6,800万円
　市税、政策、行革、情報、人事など
　行政の総合的な運営に

公債費　    24億6,900万円
　借りたお金や利子の返済に

土木費　    30億2,100万円
　住宅施設や道路の整備などに

衛生費　    80億2,900万円
　ごみ処理や健診などの保健事業に

災害復旧費 13億1,100万円
　道路や漁港などの復旧に

教育費　    13億9,900万円
　小中学校運営や生涯学習に

そのほか   27億1,700万円
　防災、農林水産、商工振興などに

46.5％

16.1％

15.4％

6.1％

5.0％

2.8％

5.5％

2.6％

地方交付税　106億8,600万円
　人口や税収などに応じて国から
　再分配される交付金

国県支出金　304億3,100万円
　国や県が必要だと認めた事業に対して
　配分されるお金など

市債　　　   15億6,200万円
　施設を造るときなどに借りるお金

そのほか　     7億4,600万円
　国から交付される譲与税など

市税　　　  49億6,100万円
　前年の所得や所有する土地家屋に
　応じて市民に納めてもらう税金

諸収入　　  12億3,300万円
　貸付金の返済など

そのほか　  73億9,200万円
　使用料や手数料など

53.4％

18.7％

2.7％

1.3％

8.7％

2.2％

13％

依
存
財
源
76
％

依
存
財
源
76
％

自
主
財
源
24
％

自
主
財
源
24
％

■早期健全化基準…財政健全化計画を立て、
　自主的な改善努力が必要となる基準
■財政再生基準…財政再生計画を立て、国の
　関与を受け確実な再生が必要となる基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

黒字

黒字

12.9%

47.9%

黒字

黒字

12.4%

69.3%

13.04%

18.04%

25.0%

350%

20.00%

30.00%

35.0%

なし

一般会計などが対象。市税・交付金などの一般財源規模に対
する実質赤字の比率

全会計が対象。市税・交付金などの一般財源規模に対する実
質赤字の比率

一般会計などが対象。市税・交付金などの一般財源規模に対
する一般会計などが負担する元利償還(借金返済)金の比率

一般会計などが対象。市税・交付金などの一般財源規模に対す
る一般会計などが将来負担すべき実質的な負債(借金)の比率

健全化判断比率
４つの指標

本市
24年度

本市
23年度

早期健全化
基準

財政再生
基準 指標のあらまし

平成24年度健全化判断比率について 
・４指標とも早期健全化基準以下でした。
・｢実質公債費比率｣は課税免除・減免などにより固定資産税が減とな
　ったため、数値が上昇しています。
・｢将来負担比率｣は地方債の残高の減や充当可能財源などの増により
　数値が改善しました。

【一般会計の決算】
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平成24年度の主な事業（順不同）
・予防接種事業                  
・保健センター医療救護活動拠点整備事業
・通学路緊急安全対策事業（カラー舗装）                   
・LED防犯灯整備事業
災害関連事業
・災害復旧事業（道路、漁港など）　
・災害廃棄物処理事業
・藤倉児童館復旧・整備事業
・重点分野雇用創造事業
・東日本大震災災害義援金等支給事業　
・造成宅地滑動崩落緊急対策事業
・塩竈市震災見舞商品券事業
・被災者健康支援事業

1億3,300万円
3,900万円
1,900万円
1,300万円

13億1,100万円
59億3,600万円

6,400万円
3億3,000万円
3億7,100万円
1億6,700万円
1億7,700万円
2,000万円

歳
　
出

ふ
る
さ
と
塩
竈
の
再
生
と
復
興
の
早
期
実
現
の
た
め
に
！

　

歳
出
決
算
額
は
、
４
９
７
億
８
，７
０
０
万
円
で
前
年
度
よ
り
１

０
１
億
２
，９
０
０
万
円
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、

総
務
費　

震
災
後
分
散
し
て
い
た
行
政
機
能
を
壱
番
館
に
集
約
す
る

行
政
機
能
移
転
・
集
約
事
業
や
東
日
本
大
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

事
業
の
ほ
か
、
平
成
24
年
度
以
降
の
復
興
事
業
に
充
て
る
東
日
本
大

震
災
復
興
交
付
金
１
８
２
億
７
０
０
万
円
の
積
立
金
な
ど
で
２
３
１

億
６
，８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

衛
生
費　

危
険
建
物
解
体
な
ど
の
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
、
震
災
後

の
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
る
健
康
状
態
の
悪
化
を
早
期
に
発

見
・
予
防
す
る
た
め
の
被
災
者
健
康
支
援
事
業
な
ど
で
80
億
２
，９

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
費　

被
災
し
た
方
々
へ
の
支
援
と
し
て
東
日
本
大
震
災
災
害
義

援
金
等
支
給
事
業
、
ま
た
、
生
活
保
護
費
な
ど
の
福
祉
事
業
な
ど
で

76
億
７
，３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

土
木
費　

住
宅
の
耐
震
化
な
ど
を
行
う
木
造
住
宅
耐
震

診
断
助
成
事
業
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
擁
壁
な
ど
へ
の
対
策

と
し
て
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊
急
対
策
事
業
や
通
学
路

を
カ
ラ
ー
舗
装
化
す
る
通
学
路
緊
急
安
全
対
策
事
業
な

ど
で
30
億
２
，１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
費　

子
ど
も
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
小
学
校

指
導
教
員
配
置
事
業
や
学
力
向
上
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
支
援

事
業
と
し
て
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク

ー
ル
の
開
設
な
ど
で
13
億
９
，９
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

災
害
復
旧
費　

被
災
し
た
漁
港
・
道
路
な
ど
の
復
旧
工

事
や
藤
倉
児
童
館
の
復
旧
・
整
備
事
業
な
ど
の
実
施
に

よ
り
13
億
１
，１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か　

一
部
損
壊
以
下
の
方
々
へ
の
支
援
と
し
て

震
災
見
舞
商
品
券
事
業
や
水
産
業
振
興
策
と
し
て
塩
釜

フ
ー
ド
復
興
見
本
市
の
開
催
、
中
心
市
街
地
へ
の
集
客

な
ど
商
業
振
興
策
と
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
オ
ー
プ
ン
・

プ
ラ
ス
事
業
な
ど
で
27
億
１
，７
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

復
興
交
付
金
っ
て
平
成
24
年
度
だ
け

で
１
８
２
億
７
０
０
万
円
も
交
付
さ
れ

た
そ
う
だ
け
ど
ど
う
い
う
お
金
な
の
？

　

こ
の
お
金
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興

特
別
区
域
法
（
復
興
特
区
法
）
に
基
づ

い
て
、
国
が
用
意
し
た
お
金
だ
よ
。
震

災
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
の
復
興
の
た

め
に
事
業
計
画
を
作
っ
て
、
事
業
が
認

め
ら
れ
る
と
交
付
さ
れ
る
ん
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
す
ご
い
金
額
だ
ね
。

 

事
業
計
画
が
複
数
の
年
度
に
ま
た
が

っ
て
い
る
事
業
費
も
ま
と
め
て
交
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
一
旦
「
基

金
」
と
呼
ば
れ
る
財
布
に
貯
金
し
て
、

事
業
を
行
う
年
度
に
予
算
化
し
て
使
っ

て
い
る
ん
だ
っ
て
。

 

な
る
ほ
ど
、
何
年
も
か
か
る
事
業
も

あ
る
の
ね
。
そ
れ
で
ど
ん
な
事
業
を
す

る
の
？

 

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
や
浸
水
区
域

の
か
さ
上
げ
な
ど
を
含
む
土
地
区
画
整

理
、
下
水
道
整
備
、
高
台
へ
の
集
団
移

転
、
魚
市
場
の
整
備
な
ど
、
生
活
環
境

の
改
善
や
産
業
の
振
興
な
ど
に
使
わ
れ

る
ん
だ
よ
。

 

み
ん
な
が
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
多
く
の
事
業
を
行
う
の
ね
。

１
日
も
早
く
も
っ
と
賑
わ
い
・
活
気
の

あ
る
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
わ
ね
。

塩
子
と
釜
男
も
気
に
な
る

　
「
復
興
交
付
金
」
の
は
な
し

一
般
会
計
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　

財
政
課 

☎
3
6
4
ー
１
１
１
１

（
２
３
８
・
２
３
９
）

通学路緊急安全対策事業（カラー舗装）通学路緊急安全対策事業（カラー舗装）

造成宅地滑動崩落緊急対策事業造成宅地滑動崩落緊急対策事業

藤倉児童館復旧・整備事業藤倉児童館復旧・整備事業

LED防犯灯整備事業LED防犯灯整備事業
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平
成
24
年
度
の
決
算
で
は
、
10
会
計
す
べ
て
が
収
支
均

衡
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
な
ど
の
災
害
関
連
経
費
の

増
加
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
５
億
３
，２
０
０
万
円
増
の

32
億
７
，８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り

安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
る
た
め
健
全
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

改
革
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

　

平
成
20
年
度
に
「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
で
は
各
種
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、
平
成
19
年

度
か
ら
比
較
し
て
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
改
善
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成
21
〜
23
年
度
で
は

現
金
ベ
ー
ス
で
３
年
連
続
黒
字
を
達
成
し
、
平
成
23
年
度

で
は
経
常
収
支
で
も
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
末
不
良
債
務
額
約
21
億
円
か

ら
平
成
24
年
度
末
で
８
千
万
台
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
足
踏
み
！

　

平
成
24
年
度
は
、
現
金
収
支
が
６
，
４
５
７
万
円
の
赤

字
。
市
か
ら
の
繰
入
金
を
含
め
て
収
支
均
衡
（
42
万
円
利

益
）
と
な
り
ま
し
た
。
減
価
償
却
費
を
加
え
た
経
常
収
支

で
は
約
１
億
３
，
７
０
０
万
円
の
赤
字
。
不
良
債
務
額

は
、
前
年
度
末
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
り
ま
し
た
。

○
入
院
患
者
数…

一
日
平
均
９
・
４
人
減
、
病
床
利
用
率

　
　
　
　
　
　
　

も
99
％
よ
り
93
・
２
％
に
減

○
外
来
患
者
数…

一
日
平
均
26
・
５
人
減

　

患
者
数
の
減
少
は
、
常
勤
小
児
科
医
の
定
年
退
職
や
地

域
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
患
者
の
減
少
が
要
因
と
な
っ
て

お
り
、
医
業
収
益
も
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
手
当
負
担
金
な
ど
の
費
用
の
増
加
も
赤
字

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計

病
院
会
計

病
院
会
計

交通事業

国民健康保険事業

魚市場事業

下水道事業

公共駐車場事業

漁業集落排水事業

公共用地先行取得事業

介護保険事業

土地区画整理事業

後期高齢者医療事業

　　　合　　計

2億1,300万円

75億3,600万円

2億1,800万円

61億4,800万円

1億2,100万円

7,400万円

900万円

47億1,200万円

1億6,100万円

5億9,800万円

197億9,000万円

8,600万円

4億6,000万円

1億1,700万円

14億8,700万円

1億2,100万円

2,900万円

900万円

6億7,200万円

1億5,000万円

1億4,700万円

32億7,800万円

2億1,300万円

73億9,400万円

2億1,800万円

61億4,800万円

1億2,100万円

7,400万円

900万円

47億900万円

1億6,100万円

5億8,400万円

196億3,100万円

事　　業 歳入決算額 歳出決算額歳入のうち一般
会計からの繰入金

不良債務額の推移

2500
単位：百万円

390
272

2,130

2000

1500

1000

500

0
19年度 20年度 21年度

205

22年度 24年度

86

23年度

87

≪入院、外来患者数・収益の推移≫

外来患者数・外来収益比較入院患者数・入院収益比較

160
人 / 日 千円

150

140

130

120

110

1,600,000

1,500,000

1,400,000

1,300,000

1,200,000

1,100,000
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

310

317
人 / 日 千円

303

296

289

282

275

800,000

750,000

700,000

650,000

600,000

550,000
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

144.9人

154.3人 157.2人
159.4人

150.0人

129.0人

1,328,555

1,554,206
1,578,455

1,612,960

1,534,512

1,408,806

622,841
621,626

309.8人

304.9人

314.2人

306.9人

307.0人

280.5人

653,102

693,653

653,363

746,294

特
別
会
計
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は　
　
　
　

　
　
　
財
政
課
３
６
４
ー
１
１
１
１ 

☎（
２
３
８
・
２
３
９
）

240

220

200

180

160

140

120

100

80

％

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

救急患者数救急患者数

健康診断健康診断

CT.MRI
使用患者数
CT.MRI
使用患者数

内視鏡検査件数内視鏡検査件数

手術件数手術件数

紹介患者数紹介患者数

人間ドック人間ドック

訪問診療・
看護報酬額
訪問診療・
看護報酬額

医療機関に係る数値目標の達成状況推移
（19年度を100とした比率）
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市
立
病
院
の
新
た
な
取
り
組
み

　

安
定
的
に
経
営
の
健
全
化
を
維
持
す
る
た
め
に
、
患
者

サ
ー
ビ
ス
・
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。

○
小
児
科
お
よ
び
呼
吸
器
科
常
勤
医
師
を
招
き
診
療
機
能

の
強
化

○
亜
急
性
期
病
床
設
置
の
検
討

　

 

病
状
や
体
力
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
い
、
在
宅
復
帰
に
向
け
治
療
を
す
る
病
床
の
設

置
を
検
討
。（
平
成
25
年
５
月
設
置
済
）

○
医
事
業
務
改
善
に
よ
る
医
業
収
益
増

　
　

医
事
業
務
に
精
通
し
た
専
門
家
を
招
き
、
収
益
の
増

収
策
、
レ
セ
プ
ト
点
検
方
法
な
ど
医
事
業
務
の
体
制
お

よ
び
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
院
内
の
連
携
強
化
の

仕
組
み
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

外
部
委
員
会
に
よ
る
プ
ラ
ン
評
価

　
「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員
会
」
を
開
催
し
、

取
り
組
み
状
況
な
ど
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委

員
会
の
評
価
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
委
員
会
報
告
書
な
ど
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
た
な
取
り
組
み
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す

　

常
勤
医
師
着
任･

亜
急
性
期
病
床
設
置
や
医
事
業
務
改

善
に
よ
り
25
年
度
第
一
四
半
期
は
昨
年
を
上
回
る
収
益
と

な
り
ま
し
た
。

市
民
の
た
め
の
よ
り
よ
い
病
院
を
目
指
し
て

　

こ
れ
か
ら
も
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
経
営
健

全
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
充
実
し
た
質
の
高
い
医
療
の

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

健
全
経
営
の
確
保 

　

収
益
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
16
億
７
，３
０
４
万
円
、

支
出
は
14
億
７
４
６
万
円
で
２
億
６
，５
５
８
万
円
の
黒

字
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
利
益
剰
余
金
は
10
億
４
，

６
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
４
億
７
，７
６
３
万
円
、

支
出
は
８
億
７
，６
０
９
万
円
で
３
億
９
，８
４
６
万
円
の

資
金
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
し
て
１
０
０
年

　

明
治
45
年
に
宮
城
県
で
最
初
の
近
代
水
道
の
給
水
を
開

始
し
て
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
水
道
の
始
ま
り

は
七
清
水
と
呼
ば
れ
る
七
つ
の
湧
き
水
の
利
用
か
ら
で
し

た
が
、
江
戸
時
代
に
は
竹
の
樋
を
つ
な
い
だ
水
道
が
普
及

し
、
そ
の
後
近
代
水
道
が
整
備
さ
れ
現
在
の
水
道
へ
と
変

遷
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
は
昭
和
53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
、
そ
し
て
平

成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
と
大
き
な
災
害
を
経
験
し
、
本

市
の
水
道
施
設
も
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

更
な
る
１
０
０
年
へ
向
け
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
仮
復
旧
中
で
し

た
浦
戸
石
浜
〜
野
々
島
間
、
野
々
島
〜
寒
風
沢
間
の
水
道

を
県
内
初
の
推
進
工
法
に
よ
り
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
形
成
し

て
、
地
震
・
津
波
災
害
に
強
い
海
底
配
水
管
の
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
耐
震
化
な
ど
に
よ
る
災
害
に
強
い
施
設
整
備
を
進

め
る
た
め
、
施
設
整
備
計
画
策
定
業
務
委
託
を
平
成
24
年

度
・
25
年
度
の
２
カ
年
で
行
い
、
今
後
も
安
全
・
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
お
よ
び
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

水
道
会
計

水
道
会
計

▲

外
部
委
員
会
に
よ
る

評
価
を
実
施

▲

常
勤
小
児
科
医
大
島

医
師
が
今
年
４
月
着
任

外
来
は
毎
日
診
療
、
入

院
診
療
も
再
開

▲

定
期
的
に
公
開

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

▲

災
害
に
備
え
訓

練
を
実
施

 

評価委員会の報告！
○24年度は赤字となったが、新たな取り
組みにより25年度で成果がでているこ
とを評価
○新たな医師の招聘（しょうへい）を評価
○管理者と院長の機能分離を評価
○救急搬送の受け入れ増加を高く評価、
公立病院の使命・役割を果たしている
○在宅支援病院への取り組みを評価
○地域医療機関とさらに連携すること

水
道
会
計
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　

水
道
部
総
務
課 

☎
３
６
４

－

１
４
１
５

病
院
会
計
・
改
革
プ
ラ
ン
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
市
立
病
院
業
務
課
・
経
営
改
革
室
☎
３
６
４

－

５
５
２
１

単位：千円

19年度 20年度 21年度

400,000

500,000

300,000

200,000

100,000

0
22年度 24年度 25年度23年度

330,509330,509

306,024306,024

388,940388,940

384,459384,459

393,220393,220 400,109400,109

380,914380,914

入院収益
単位：千円

19年度 20年度 21年度

160,000

200,000

120,000

80,000

40,000

0
22年度 24年度 25年度23年度

外来収益

158,385158,385

152,338152,338

183,678183,678 182,354182,354

145,581145,581
158,516158,516

147,282147,282
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